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第５回地域福祉計画策定市民会議

日時：平成 22 年２月 14 日（日）

午後 1時 30 分～

場所：総合福祉センター3階会議室

開会

案件

１．グループ討議

「地域福祉推進のための課題の整理とその解決に向けての基本的方向について」

２．発表・全体討議

３．その他

閉会

※ 各グループの代表者の方とまとめ作業の日程等について調整を行いますので、各グルー

プ代表者の方は、会議終了後、残っていただきますようお願いします。
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第５回 地域福祉計画策定市民会議の進め方

テーマ 地域福祉推進のための課題の整理とその解決に向けての基本的方向について

趣 旨

第 3 回・第４回会議においては、市民の日常生活の課題、地域福祉推進のための課題に

ついて、討議を行ってきました。第５回会議では、この討議結果を踏まえて、課題解決の

ための方策→つまり計画に盛り込んでいく具体的事業・施策という視点に立って、ご議論

いただきます。

｢地域福祉計画｣の計画書の作成の構成としても、｢現状と課題｣、そして、そのための解

決策として、今後、５年間の間に何を実施していくのか？という形となります。

したがって、今回のテーマである｢地域福祉推進のための課題の整理とその解決に向けて

の基本的方向について｣では、まさに、計画に盛り込んでいくべき項目の基礎となるもので

す。

グループ討議の進め方

グループ討議を進めるにあたっては、まず、司会者と発表者を決めてください。

① 課題の整理について

前回までの議論を振り返るとともに、他グループの意見も参考に、香芝市の｢地域福

祉推進のための｣課題について、再整理という視点で、ご議論ください。

② 課題解決のための具体的方策について

課題解決のためには、何が必要か。具体的にどのようなことを実施していくべきか？ご

議論ください。

③ 解決のための基本的方向について

解決のために実施していくべき事項としては、短期的に実施するべきもの、中長期的な

観点で実施するものなどがあります。また、市（行政）が実施するべきもの、市民が実施

するべきものに分類することができます。

なお、｢地域福祉計画｣では、｢市民か行政か｣ではなく、市民と行政が協働して実施して

いくべき事業もあります。
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そこで、これらを整理すると次のようになります。

今回の会議は、最終的には、それぞれ、実施するべき項目・取り組んでいくべき項目

を検討のうえ、以上の形での分類をお願いします。

なお、実施する項目については、例えば｢ボランティアを増加させる｣という目標だけ

ではなく、そのためには、どのような取り組みが必要であるのか？｢ボランティア活動の

成果を広く市民に広報をして市民への周知を図る。｣というように具体的な取り組み手法

についても、ご検討ください。

地域福祉計画施策体系のイメージ

ボランティアに関する

広報の充実

ボランティア養成講座

の実施

ボランティア活動に積

極的に参加する

市

市

市民

① 市が主体で実施（長期）

② 市が主体で実施（短期）

③ 市民が主体で実施（長期）

④ 市民が主体で実施（短期）

⑤ 協働で実施（長期）

⑥ 協働で実施（短期）

ボランティア活動の活

性化を図る 
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地域福祉推進のための具体的施策分類のイメージ

※ 分類については、あくまでイメージです。グループ討議の中では、限られた時間ですの

で、集約できるところまで進めていただければ結構です。

市・短期 市・長期

市民・短期 市民・長期

市民

短期

市

長期協働・長期協働・短期
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※ なお、これらの議論を進めるにあたっては、前回、提示させていただきました次の４つ

のテーマを踏まえたうえでの検討をお願いします。

① 福祉サービスについての課題

（市民にとって、福祉サービスを安心して適切に受けていくためには何が必要か？）

○ 医療体制、緊急医療体制、総合病院

○ 総合福祉センターの利用

○ 福祉に関する情報提供

○ 子育て支援

○ 高齢者福祉

○ 障害福祉

○ 福祉施設の整備

○ 福祉人材（専門的人材）の育成

② 地域福祉社会の構築に向けての課題

（助け合い・支え合う地域福祉社会の実現のためには、何が必要か？）

○ 市民のボランティア活動

○ 自治会活動について

○ 住民相互のコミュニケーション

○ 気軽に相談できる場所

○ 人権尊重

○ 市民の交流の場所・イベントのあり方

○ ひとり暮らしの高齢者

③ 福祉のまちづくりについての課題

（市民が日常生活を過ごしていくうえにおいて、暮らしやすい都市環境が整っている

か？）

○ 防災安全対策

○ 交通安全

○ 外出・移動

○ 都市としてのインフラ整備

○ 施設のバリアフリー

○ 公共施設整備

○ 香芝市の魅力づくり

④ 健康でいきいきと過ごしていくための課題

（市民が日常生活において、生きがいを感じて過ごしていくためには？）

○ 就労の場 
○ 生きがい対策

○ 介護予防、健康づくり
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平成２１年度 地域福祉計画市民会議作業まとめについて

地域福祉計画策定にあたって、平成２１年度については、現状課題の把握を中心に進め

てきました。

したがいまして、｢地域福祉計画策定のための現状分析報告書｣を平成２１年度作業のま

とめとして、行いたいと考えています。

この報告書の中心となるのは、｢市民意識調査｣及び｢地域福祉計画策定市民会議｣の結果

となります。

報告書については、平成２２年３月を目処に取りまとめ、平成２２年度の第１回市民会

議（４月か５月に開催予定）にて、報告の予定です。

１．地域福祉計画とは

２．香芝市における地域福祉計画策定の必要性

３．課題分析

① 人口動向・財政状況

② 市民意識調査

③ 市民会議での議論

４．計画策定に向けての今後の方向性

報告書の構成（案）

この報告書の取りまとめにあたっては、ここまで議論を重ねてきた市民会議の皆

さんとともに作業を行っていきたいと考えています。この作業に携わっていただく

各グループの代表者１名を選出ください。


